豊田市受託事業「災害時の孤立コミュニティゼロへ!」報告書 by 立川 俊彦
はじめに
















































































































者 9 名のうち、2 組の親子が防災キャンプへの参加申
込をしてくださった。地道に広報活動をした結果だっ
た。













を受けたので、8 月 21 日に本学で開催されるオープ



































みがあった。（外国人 29 名、日本人 10 名）また、事
前に送っていたマスコミへの取材依頼も功を奏し、新






加してくださった。最終的には 81 名（ブラジル人 51
名、日本人 30 名）の参加があった（写真②）。東日本
大震災に被災された方の講演では、多くの方の質問が
あった。起震車体験では初めて震度 7 の揺れを体験
し、地震の怖さを身をもって知ったと言っていた親子
がいた。炊出し訓練では、日本人と一緒にカレーを食
べ、もはや国籍の垣根はなかった。このキャンプを通
じて防災への意識が高まっただけではなく、このキャ
ンプがブラジル人と日本人の架け橋になったのではな
いかと思った。
　学生も予想以上の参加者の数に感激し、ダンボー
ルで作る寝床作りなど学生が主体となって行った企画
では活き活きと外国人に対して説明し、手取り足取り
教えていた。
まとめ
キャンプ自体は成功に終わったといってもいいと思
うが、課題もたくさんあった。まず、学生と社会人の
意識の違いがあった。学生はあくまでサークル活動で
楽しくやりたいという思いがあり、豊田市の担当者や
私は仕事なので成功させなければならないという思い
があり、そのギャップはなかなか埋めることはできな
かった。スケジュール管理一つとってみても、捉え方
が全く違い、我々があと 1 ヶ月しかないと感じている
のに学生はまだ 1 ヶ月もあるという考え方だった。学
生に社会人の考え方に合せろというのも無理な話なの
で、学生に責任はないのだが、遅々として計画したこ
とが進まないことには焦ることが多かった。結果、広
報やチラシづくり、スケジュール管理等は私が担当
し、学生はイベント内容を考えるという役割に分かれ
ることとなった。だが、学生は外国人に対しても積極
的に声をかけ、チラシを配る際にも仲良くなろうと努
力している事は伝わった。交流会の内容もスリッパ作
りなど言葉よりも体を使ったものが多く、ポルトガル
語を話せないことを感じさせない内容だった。参加し
た外国人からも好評で、交流会に参加したことがきっ
かけでキャンプにも参加してくれた人もいた。いい意
味で規則に囚われず、大人の発想ではできないものば
写真②キャンプ終了後に参加者、スタッフで記念撮影
― 99 ―
日本赤十字豊田看護大学紀要11巻 1号　2016
かりだった。
　最後に今回のキャンプを通じて、外国人が災害に
対して意識が持てないという問題以外にも、豊田市が
抱える様々な問題が見えてきた。団地には多くの小中
学生が日本の学校になじめず、学校に行けていない問
題がある。ごみの分別など生活のルールも守られてい
ない現状があり、それが日本人との軋轢を生んでい
る。ブラジル人だけで生活を完結させることができる
ため、ブラジル人と日本人の接点が他の地域と比べて
少ないのだろうと考えられる。災害時にお互いが協力
するためには普段からの良好な関係作りが欠かせな
い。今回多くの方が参加してくださったのは、外国の
方と本気で向き合ったからだと信じている。来年以降
も EAS との交流は続く予定である。外国人と日本人
の壁はまだまだ厚く高いものではあるが、いつかこの
壁を取り払えるようこれからも努力していきたい。
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